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滑

り

台

が

つ

い

た

「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」
の
雪

像
前
の
会
場
で
は
、

竹

浦
隆
実
行
委
員
長
（
屈

足
交
通
安
全
協
会
長
）

が
「

皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
見
事
な
雪
像
、
す

べ
り
台
が
完
成
い
た
し
ま

し
た
。
日
頃
、
交
通
安

全
運
動
に
対
し
て
ま
し
て

ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
22
回
目
を

向
か
え
た
く
っ
た
り
交

通
安
全
冬
ま
つ
り
で
す
が
、

今
日
で
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
４
９
７
４
日
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
５
０
０
０

日
を
目
標
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
。

そ
の
あ
と
、
屈
足
交
通

少
年
団
の
藤
田
さ
な
さ
ん

が
「
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
毎
日
あ
り
ま
す
、

私
た
ち
交
通
安
全
少
年
団

は
正
し
い
交
通
安
全
ル
ー

ル
を
身
に
つ
く
よ
う
訓
練

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
す
。
皆
様
も
安
全
運

転
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
と
交
通
安
全

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

ま
た
、
屈
足
報
徳
ク
ラ

ブ
の
菅
野
益
次
郎
代
表
が

「
日
頃
、
私
た
ち
の
仲

間
か
ら
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
の
被

害
者
、
加
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
慎
重
な
行
動
を
心

が
け
ま
す
。
」
と
、
目

標
５
０
０
０
日
に
向
け
て

交
通
安
全
宣
言
を
行
っ

た
。

「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」
の
雪

像
前
の
会
場
で
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
ニ
ア
ピ
ン
大
会
、

雪
中
そ
り
レ
ー
ス
や
す

べ
り
台
レ
ー
ス
、
み
か

ん
拾
い
な
ど
恒
例
の
雪
中

競
技
会
が
行
わ
れ
会
場
は

熱
気
に
つ
つ
ま
れ
、
参

加
者
し
た
子
供
か
ら
大
人

北
海
道
民
の
た
め
の
病
院
・

診
療
所
完
全
ガ
イ
ド
・
最

新
版
。

今
好
評
の
本
の
ご
紹
介
で

す
。

北
海
道
の
病
院
２
０
１
８

定
価

８
０
０

円

北
海

道
新
聞
社

編

北
海
道
民
の
た
め
の
病
院
・

診
療
所
完
全
ガ
イ
ド
・
最

新
版
。
「
病
気
別
手
術

数
ラ
ン
キ
ン
グ
」
「
手

術
数
上
位
病
院
の
名
執
刀

医
に
聞
く
」
「
医
療
を

支
え
る
画
像
診
断
」
な

ど
、
患
者
が
主
体
的
に

病
院
を
選
ぶ
た
め
の
情
報

が
満
載
。
北
海
道
内
の

全
病
院
・
主
な
診
療
所
の

リ
ス
ト
付
き
。

在
庫
が
ま
だ
少
し
あ
る
と

言
う
こ
と
で
す
。
お
早

め
の
ご
購
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（１）第 237 道新販売所 Oh クッタリ♪「ねっとわーく屈足」 平成 30 年（2018 年・昭和 93 年）2月 26 日(月)

月1回 中旬・下旬発行予定

○ 今年もよろしくお願いいたします。

第
22
回
く
っ
た
り
交
通
安
全
冬
ま
つ
り
（
屈
足
交
通

安
全
協
会
・
屈
足
市
街
地
区
連
合
町
内
会
・
屈
足
防

犯
協
会
主
催
）
が
、
2
月
24
日
屈
足
総
合
会
館
駐
車

場
で
開
か
れ
、
参
加
者
が
目
標
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

５
０
０
０
日
達
成
に
向
け
て
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

好
評
の
連
載
小
説
「
さ
だ
め
」

は
全
8
回
今
号
連
載
で
終
了
で
す
。

次
の
連
載
小
説
は
帯
広
市
民
文
芸

賞
受
賞
作
家
、
新
得
代
表
文
芸
家

赤
池
武
臣
さ
ん
の
短
編
小
説
小
説

「
電
池
の
き
れ
た
兜
虫
」
に
決
定
、

新
連
載
さ
れ
ま
す
。

新
連
載
「
電
池
の
き
れ
た
兜
虫
」

典
子
・
武
彦
、
二
人
っ
き
り
の
母

と
子
、
真
の
親
子
と
は
。
子
供
の

求
め
る
母
親
の
愛
。
親
子
の
心
の

愛
憎
、
葛
藤
。
ス
ト
リ
ー
テ
ラ
ー

赤
池
武
臣
が
１
９
８
７
年
創
作
発

表
し
た
絶
妙
な
タ
ッ
チ
で
展
開
す

る
問
題
作
全
8
回
掲
載
い
た
し
ま

す
。

「
略
歴
」

昭
和1

3

年
～
平
成2

1

年
、
熊
本
県
出
身
。
県
立
球
磨
農

業
高
等
学
校
卒
。
翌
年
帯
広
陸
上

自
衛
隊
配
属
。
後
に
山
崎
石
油
に

入
社
。
結
婚
後
屈
足
で
ス
ナ
ッ
ク

「
山
び
こ
」
開
業
。
市
民
文
芸
に

は
詩
二
回
、

短
歌
一
回
入
選
。
四
十
二
歳
。

「
鴉
族
」
「
原
始
林
」
「
コ
ス
モ

ス
」
同
人
。
新
得
町
文
化
連
盟
会

長
。
新
得
町
民
文
芸
編
集
長
。
平

成
20
年
短
歌
「
手
段
の
ひ
と
つ
」

帯
広
市
民
文
芸
賞
受
賞
。

く
つ
た
ら
焼
・
赤
州
窯
主
宰
。

豚
汁
が
無
料
で
提
供
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が

冷
え
た
体
を
温
め
て
い

た
。

屈
足
地
域
で
は

平
成
16
年
7
月
に
ト
ム

ラ
ウ
シ
で
死
亡
事
故
以

来
な
い
。
2
月
24
日
現

在
４
９
７
４
日
を
達
成
。

無
事
故
が
続
け
ば
3
月

に
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

５
０
０
０
日
を
達
成
す

る
。

ま
で
が
冬
の
ひ
と
と
き

を
大
い
に
楽
し
ん
だ
。

会
場
で
は
温
か
い
飲
み

物
と
お
餅
、
お
汁
粉
、

JA
新
得
町
女
性
部
ポ
テ

ト
サ
ー
ク
ル
（
松
本
照

子
会
長
＝
写
真
右
＝
会

員
13
日
）
が
屈
足
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

今
月
か
ら
み
そ
の
仕
込

み
＝
写
真
下
＝
を
始
め

た
。

今
年
は
四
月
ま
で
一
回

に
１
２
０
㌔
、
１
０
０

０
㌔
ほ
ど
の
目
標
で
十

数
回
仕
込
む
。

材
料
の
大
豆
は
新
得
産
、

米
麹.

も
手
作
り
の
も

の
を
使
っ
て
作
る
。
無

添
加
の
手
作
り
み
そ
は

安
全
で
美
味
し
い
と
評

判
で
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
各
学
校
児
童

生
徒
へ
供
給
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
介
護

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
規
模

多
機
能
セ
ン
タ
ー
ら
ら

や
屈
足
保
育
園
な
ど
に

も
安
心
安
全
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。
一
般
向
け

に
は
人
気
商
品
と
し
て

新
得
農
協
店
舗
で
、
７

０
０
g
が
\
６
０
０
、

９
０
０
g
が
\
７
５
０

で
昨
年
仕
込
ん
だ
熟
成

し
た
み
そ
が
、
販
売
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
3
月
に
2
回
、

同
ポ
テ
ト
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
み
そ
作
り
講
習
会

が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
。


